
手芸ちぎり絵グループ
千草会（掛淵）

昭和59年2 月、油谷小学校で開設した家庭教育学級ではじめたの
が最初で、現在会員が約10名月1 回、あたたかい心のふれあいのな
か、なごやかにちぎり絵を制作しているグループです。

ちぎり絵は手先で仕上げていく技法で、不器用だからということ
はなく、だれにでもできます。

制作方法はすかしてみえる紙に絵を写し、色紙に下絵を描き色の
ついた手すき和紙をちぎり乍ら貼りつけ仕上げていくものですが、
仕上った作品は額縁にいれ、家庭の玄関、こども部屋、お年寄りの部屋などに飾ってみてはいかがですか。

手 先 きを 使い ま す ので 、 特 に お 年 寄 り に は 老 化 を 防 ぎ、 楽し く時 を 過ご すこ と が でき ま す。

草花等のごく自然な感じがでており見る人の心をなごませます。

〈 連 絡 先＞　 高 木 来子 （ 掛 淵 ） 電 話　2- 0  5 4 2
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本
州
の
最
西
北
端
に
位
置
し
。
朝
鮮
半
島
へ
最
短
距
離
で
天
然
の
良
港
の

良
港
油
谷
湾
に
臨
む
当
町
に
と
っ
て
は
、
古
来
よ
り
油
谷
湾
開
発
は
為
政
者

や
地
域
住
民
の
願
い
で
あ
り
、
夢
で
あ
っ
た
。

第
一
は
小
田
運
河
の
掘
削
で
あ
る
。
萩
藩
府
は
。
寛
文
四
～
六
年
（
一
六

六
四
～
七
）
ま
で
掘
削
工
事
を
続
け
た
が
。
難
工
事
の
た
め
中
止
。

第
二
も
小
田
運
河
の
掘
削
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
。
時
の

向
津
具
村
長
太
田
祥
助
か
中
心
と
な
り
。
関
係
者
の
同
意
を
得
て
帝
国
議
会

に
請
願
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
一
外
海
と
内
海
と
の
航
路
の
開
設
二
川
尻

岬
沖
の
航
海
の
難
所
を
避
け
三
避
難
港
と
し
四
内
外
魚
族
の
回
游
に
を
図
り

一
大
漁
港
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
請
願
は
衆
議
院
で
採
択
、
貴
族
院
で

否
決
さ
れ
た
。
昭
和
の
初
め
海
軍
遷
港
の
う
わ
さ
話
も
あ
っ
た
。

第
三
は
韓
国
蔚
山
と
油
谷
湾
を
結
ぶ
航
路
の
開
設
で
あ
る
。
当
時
釜
山
在

住
（
戦
後
油
谷
町
在
住
）
の
池
田
佐
忠
に
よ
り
。
昭
和
十
二
年
頃
よ
り
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
八
年
に
は
。
河
原
浦
か
ら
伊
上
の
唐
崎
に
至
る
地

先
海
面
三
五
丁
六
千
坪
余
を
埋
立
て
ゝ
、
貿
易
港
諸
施
設
を
作
る
雄
大
な
計

画
。
戦
争
末
期
の
た
め
計
画
を
縮
小
し
。
昭
和
二
○
年
三
月
一
日
認
可
。
こ

の
時
は
地
先
海
面
一
丁
八
千
坪
余
を
埋
立
て
る
構
想
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一

年
十
一
月
二
二
日
付
の
目
録
に
よ
る
と
、
池
山
佐
忠
所
有
地
は
、
河
原
浦
か

ら
伊
上
に
か
け
て
海
岸
沿
い
に
八
万
九
千
六
百
三
十
七
坪
あ
り
。
そ
の
構
想

の
大
き
さ
と
、
こ
の
事
業
実
現
に
傾
け
た
情
熱
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
は
油
谷
町
誕
生
の
際
の
「
新
町
建
設
計
画
」
の
基
本
方
針
の
第
四
に

「
天
然
の
良
港
油
谷
湾
の
開
発
を
は
か
り
。
将
来
対
韓
貿
易
の
基
地
た
る
諸

施
設
…
…
」
と
。
池
田
構
想
の
継
承
で
あ
る
。

第
五
は
昭
和
四
六
年
の
石
油
基
地
構
想
で
あ
る
。
地
質
調
査
は
終
了
し
た

が
。
漁
業
権
問
題
が
絡
ん
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

今
は
無
き
白
砂
青
松
を
眺
め
な
が
ら
。
わ
れ
わ
れ
の
先
人
は
大
き
な
夢
を

抱
い
て
い
た
。

三
百
年
来
の
夢
。
歴
史
は
繰
り
返
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
油
谷
町
の
古
文
書
。
二
ヶ
年
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
）
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